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      コミュニケーション・プラザとは        

コミュニケーション・プラザは、住宅産業研修財団が企画・運営する

シンポジウムです。 

テーマは各省庁のアドバイスを得て、その時々の住宅政策や環境問題

などタイムリーなものを取り上げ、昭和 54 年（1979 年）以来、260

回以上開催してまいりました。毎回、豪華な講師陣が登場し、参加さ

れた皆様からご好評をいただいています。 

この「プラザ」（広場）は、講師の皆様と受講者の皆様の交流の場で

す。省庁、学識者、そして時代を拓いていく専門家の皆様との意見交

換の広場として、多角的な活動を行うことを意図しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーション・プラザは、各省庁の方々と企画し、その時

のテーマに合った講師の選定まで行うという、日本で唯一のシンポ

ジウムです。 

官公庁のタイムリーな施策だけでなく、関連する民間企業や学識

者等の取組も一挙に学ぶことができ、かつそれに対する意見交換も

できる貴重な場となっております。 

住宅産業に関連する企業・団体の多くの方々にご参加いただける

ことを、心よりお待ちしております。 一般財団法人住宅産業研修財団 

理事長 上野 公成 



          最近の開催実績        
 

2026.1 月時点 

開催  テーマ サブジェクト 講師 

2024 

9 月 

林
野
庁 

建築物への木材利用の評

価に向けて 

森林資源の循環利用に向けた建築物への木材利
用の評価の促進 

林野庁 林政部 木材産業課長 

福田 淳 

ESG 関連情報開示等における木材利用の評価の
現状と展望 

（一財）日本不動産研究所業務部上席主幹 
西岡 敏郎 

ESG 投資を通じた不動産運用と社会課題の解決
に向けて 

第一生命保険（株）不動産部 不動産開発課長 

松永 崇 

中大規模建築物への木材利用の提案と評価の実践 
前田建設工業（株）設計戦略部 ﾁｰﾌｱｰｷﾃｸﾄ 

窪崎 小巻 

11 月 

国
土

交
通
省 

密集市街地の改善に向け
て 

密集市街地の改善について 
国土交通省住宅局市街地建築課 

市街地住宅整備室長      勝又 賢人 

災害で一人の犠牲者も出さない安全・安心のまち

づくりを目指して 

荒川区 防災都市づくり部 参事 

住まい街づくり課長 事務取扱 村山 洋典 

都市再生機構における密集市街地整備の取組み 
独立行政法人都市再生機構 本社 

都市再生部 事業管理課長     長澤 元 

東京建物による密集市街地改善及び防災の取組み 
東京建物株式会社 プロジェクト開発部 

再開発・建替グループグループリーダー 

小林 正幸 

2025 
2 月 

経
済

産
業
省 

畳のこれからを考える 

畳産業の現状と課題 
全日本畳事業協同組合 理事長 石河 恒夫 
（株）クラナミ 代表取締役社長 牛尾 洋司 

国産畳表の現状と課題 
八代市役所農業振興課 農産係長 福嶌 学 
い草生産者 中山 貴之 

畳の BL 部品化について （一財）ベターリビング 理事長 眞鍋 純 

畳の普及に向けた取り組み 

～これからの畳の在り方～ 
遊民建築研究所 黒田 幸弘 

5 月 

国

土
交
通

省 

空き家はどこにむかうの

か？ 

空き家問題とは何か？ 
国土交通省住宅局住宅総合整備課住環境整備室長  
石井 秀明 

官民連携による空き家活用のすすめ 
（株）LIFULL 地方創生統括部 
空き家対策事業グループ グループ長 
北辻 巧多郎 

空き家から民泊・農泊施設への転換による地方物

件収益化のチャンス 

（株）百戦錬磨 代表取締役社長 

（一社）日本ファームステイ協会 代表理事 

（一社）住宅宿泊協会 代表理事 

上山 康博 

『古い空き家だから活用は無理』などの先入観か

ら脱却！考え方や工夫次第！ 

（株）エンジョイワークス 取締役 

松島 孝夫 

空き家を掘り起こせ！～流通のカギを握るマッチングツ

アーと建設会社の可能性～ 

NPO 法人ふるさと福井サポートセンター 理事

長 

北山 大志郎 

9 月 

林

野
庁 

低層住宅等への国産材利
用の拡大に向けて 

住宅分野における国産材利用の拡大に向けた取組 
林野庁林政部木材産業課長  

福田 淳 

木材流通における国産材活用に向けた課題と方策 
ナイス㈱資材事業本部木材事業部 理事 

 宮代 博幸 

脱炭素の時代、地域工務店の木の家が再評価！ 
㈱安成工務店 代表取締役 

安成 信次 

一般流通材のローリングストックによる『林業振興』か

ら『事前復興』へ 

㈲内野設計 代表取締役 

内野 輝明 

11 月 

国
土

交
通
省 

2050 年を見据えた住生
活と既存住宅 

住宅宅地分科会における議論の紹介 
国土交通省 住宅局 住宅戦略官付 住宅活用調整官 

恵﨑 孝之 
ストックの維持管理とデジタルプラットフォームの重

要性 

㈱CoLife 代表取締役社長 

池内 順平 

いのちを守る「ひと部屋」確保から始める住環境改善 
（一財）日本住宅リフォーム産業協会 理事 

矢島 一 

相続空き家の市場を通じた承継と予防 
空き家活用㈱ 取締役会長 

和田 貴充 



  

              ご入会から活動までの流れ                 

 

  ① ご入会手続き                                                 

◆入会申込書に必要事項をご記入いただき、当財団にご提出下さい。 

◆入会申込書受領後、会費の請求書をお送りしますので、指定の振込先へお支払い下さい。 

◆会費は月額 20,000 円(消費税 10％対象：会費 18,182 円、消費税額 10％：1,818 円)となります。 

毎年２月に翌年度分の年会費を請求いたします。 

  ② CP の受講                                                   

◆開催はオンライン併用となります。 

◆開催日の１ヶ月前までにご案内と出欠票をお送りします。 

◆所定の期限までに出欠票をご提出下さい。  

  ③ 会員限定 CP レポート                                               

◆シンポジウム記録をＣＰレポートとして 

会員の方限定で情報提供いたします。 

                

                                             

 

 

 

 

                                                                                 

コミュニケーション・プラザ規約 

第１条 一般財団法人住宅産業研修財団（以下「財団」という。）の主催する、住宅施策等に関するシンポジ

ウムに参加しようとする者を、コミュニケーション・プラザ（以下「ＣＰ」という。）会員(以下「会員」

という。）とし、当該会員は行政官、学識者、専門家等もしくは会員相互の緊密な情報交流を図ることを

目的として参加する。 

第２条 会員は、ＣＰの趣旨に賛同し入会する法人、団体及び個人とする。 

第３条 会員になろうとする者は、所定の入会申込書に必要事項を記載の上、財団へ申し込むものとする。 

第４条 会員が退会する場合は、１か月前までに書面にて財団に届け出なければならない。 

第５条 会費は月額２０,０００円（消費税 10％対象：会費 18,182 円、消費税額１０％：1,818 円）とし、

原則として 1 年に１度、一括で支払うものとする。また、一度納入した会費は返還しない。 

第６条 会員は次の特典を受けることができる。 

１）ＣＰへの無料参加（参加人数の制限は設けないが、申込状況により調整することがある。） 

２）ＣＰレポート（シンポジウム記録）の提供 

〒102-0083 

東京都千代田区麹町 3-7-7 TRUST VALUE 麹町 6F 

TEL：03-6273-2585 FAX：03-6273-2595 

mail：cp@jaho.or.jp  HP：www.jaho.or.jp 

※適格請求書発行事業者登録番号：T 6010405006271 

＊会員専用ページより

閲覧できます 

http://www.jaho.or.jp/

